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こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
っ
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
『
官
医

家
譜
」
（
請
求
番
号
二
○
六
五
’
六
）
よ
り
鍼
科
医
員
の
家
系
に
つ
い
て
紹

（
１
）

介
し
て
き
た
。
二
回
に
分
け
坂
四
家
を
紹
介
す
る
が
、
全
て
鍼
科
医
員

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
鍼
科
以
外
の
坂
家
も
、
江
戸
幕
府
の
医
師
と

し
て
は
重
要
な
家
系
な
の
で
合
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
。
今
後
は
こ
の
シ

リ
ー
ズ
で
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
江
戸
城
多
門
櫓
文
書
」
の
医
学

関
係
史
料
を
暫
く
紹
介
し
、
幕
末
の
医
師
の
出
自
・
経
歴
な
ど
の
身
分

を
示
し
た
「
明
細
短
冊
」
を
紹
介
す
る
。

（
リ
ー
）

さ
て
、
坂
家
の
家
系
に
つ
い
て
略
系
図
を
参
考
に
見
る
と
、
室
町
初

期
よ
り
医
家
の
名
門
で
、
家
系
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
初
代
九
仏
は
足

利
尊
氏
に
寵
愛
さ
れ
、
博
学
多
才
で
医
術
の
他
に
和
歌
で
も
世
に
知
ら

よ
り
も
女
３
）

れ
て
い
た
。
一
族
に
吉
田
快
庵
頼
幹
家
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
幕
府
の

内
科
医
員
と
な
っ
た
。
直
系
の
子
孫
は
江
戸
時
代
に
四
家
に
分
か
れ
、

じ
よ
う
ち
い
ん

そ
れ
ぞ
れ
幕
府
に
仕
え
た
。
一
番
目
に
紹
介
す
る
上
池
院
家
・
二
番
目

む
れ
ゆ
き

と
も
の
り

の
真
庵
宗
之
家
は
内
科
の
家
系
、
三
番
目
の
幽
玄
友
昇
家
は
鍼
科
医
員

ゆ
う
げ
ん

の
家
系
で
、
初
代
寿
三
幽
玄
は
幕
府
初
の
鍼
科
医
員
に
登
用
さ
れ
、
以

は
る
か

後
明
治
に
な
る
ま
で
鍼
科
医
員
を
勤
め
た
。
四
番
目
の
玄
春
春
芳
家
は

げ
ん
し
ゆ
う

も
と
よ
し

初
代
元
周
が
鍼
科
医
員
を
勤
め
、
二
代
目
元
歓
が
途
中
で
内
科
に
転
科

江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
九
）

（
そ
の
一
）
ｌ
坂
四
家
の
『
官
医
家
譜
』
な
ど
（
一
）
Ｉ

香
取
俊
光

翻
刻
に
際
し
て
草
書
を
常
用
漢
字
に
直
し
た
が
、
次
に
掲
げ
た
変
体

仮
名
は
そ
の
ま
ま
に
し
ポ
イ
ン
ト
数
を
下
げ
た
。

而
（
て
）
、
者
（
は
）
、
茂
（
も
）
、
江
（
え
．
へ
）
、
与
（
と
）

ま
た
、
史
料
中
に
尊
敬
の
意
味
を
表
現
す
る
た
め
に
そ
の
対
象
の
名

け
つ
じ

称
の
前
に
一
～
二
字
分
を
空
け
る
閾
字
や
、
よ
り
尊
敬
を
表
す
た
め
文

へ
い
し
ゆ
つ

章
の
途
中
か
ら
次
の
行
頭
に
改
行
す
る
平
出
、
最
も
尊
敬
を
表
す
た
め

た
い
と
う

文
章
途
中
か
ら
次
の
行
頭
よ
り
上
に
飛
び
出
す
拾
頭
が
あ
る
。
翻
刻
に

け
つ
じ

当
た
っ
て
閾
字
は
何
も
注
釈
を
付
け
ず
一
～
二
字
分
を
空
け
、
平
出
や

拾
頭
は
二
字
分
を
空
け
そ
の
行
間
に
（
平
出
）
。
（
拾
頭
）
と
注
釈
を
付

し
た
。
ま
た
、
破
損
の
あ
る
場
合
は
、
一
字
分
に
つ
き
一
つ
の
□
で
、

字
数
の
不
明
な
も
の
は
［
］
で
示
し
た
。
句
読
点
は
、
筆
者
が

付
し
た
。

史
料
中
の
（
）
は
筆
者
が
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
全
二
十
二

冊
、
索
引
四
冊
（
続
群
言
類
従
完
成
会
。
以
後
『
寛
政
譜
」
と
略
す
）
・
「
徳

川
諸
家
系
譜
』
第
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
二
年
）
等
で
補
足
し

九
仏
’
十
仏
‐
士
仏
‐
同
曜
蝋
莊
纈
鮭
齪
疋
国
‐
光
国
ｌ

き
ゅ
う
い
て
ん
そ
う
せ
ん
そ
う
せ
つ

‐
貴
補
一
惟
天
）
‐
宗
仙
畢
嘘
鮮
灘
驍
儘
鮮
雫
員
）

ち
ゅ
う
ぞ
ん
し
げ
か
つ
ゆ
う
げ
ん
ゆ
う
せ
い

‐
忠
存
‐
重
勝
‐
幽
玄
墨
雌
蕊
謹
羅
鋤
獺
脹
科
に
転
糾
〉

し
た
家
系
で
あ
る
。

く
ぶ
つ
じ
ゆ
う
ぶ
つ
し
ぶ
つ
き
そ
う
だ
い
ゆ
う
か
ほ
う
し
ん
げ
っ
じ
よ
う
こ
ぐ
こ
う
こ
ぐ
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老
Ｌ
Ｃ

な
お
、
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
第
十
五
（
一
四
五
～
一
五
○
頁
、
続
群
書

く
ぶ
つ

か
つ
す
み

そ
う
せ
つ

類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
年
）
は
九
仏
の
祖
に
克
角
の
名
が
見
え
、
宗
説
．

じ
ゆ
せ
ん

寿
仙
の
代
ま
で
の
代
々
の
事
績
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
寛
政
譜
」
と
若

干
の
記
載
の
差
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

ｉ
‐
｛
十
仏
Ｉ
士
仏
自
鑪
餅
腫
蝋
輔
一
一

よ
り
も
と

Ｆ
（
遇
彫
Ｉ
（
定
国
）
Ｉ
（
光
国
）

じ
よ
う
こ
く

こ
□
つ
こ
ノ
、

一
番
目
に
紹
介
す
る
「
坂
上
池
院
家
系
譜
」
は
、
「
官
医
家
譜
」
十
四

に
所
収
さ
れ
て
お
り
、
『
寛
政
譜
』
第
五
（
二
六
四
～
六
頁
）
の
方
が
、
室

じ
ゆ
う
ぶ
つ

町
時
代
以
来
の
医
師
の
家
系
の
記
載
が
あ
り
、
十
仏
が
足
利
尊
氏
に
寵

愛
さ
れ
た
記
事
や
個
々
の
経
歴
は
詳
し
く
、
母
・
妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法

名
等
の
記
事
も
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
内
科
の
医
師
と
し
て
幕
府
に

登
用
さ
れ
、
子
孫
も
明
治
に
な
る
ま
で
内
科
の
医
員
を
勤
め
た
。

く
ぶ
つ
じ
ゆ
う
ぶ
つ

源
姓

束
照
宮
（
徳
川
家
康
）
御
代

坂家
紋
三
シ
桔
梗

高
五
百
石

勾
写
畢
苫
つ

ゆ
う
か
ほ
う

T－－

（
定
智
民
部
卿
法
印
）

か
く
い
ん

Ｉ
（
覚
胤
）

上
池
院
民
部
卿

（
そ
う
せ
ん
）

と
う
あ
ん

ｌ
宗
仙
（
宗
僖
、
洞
庵
）
‐
Ｉ

（
怡
頭
）

慶
長
十
三
年
七
月
八
日
伏
見
二
於
而
東
照
宮
（
徳
川
家
康
）
江

初
見
同
年
十
月
駿
府
（
徳
川
家
康
）
江
被
召
代
々
公
方
之
医
師

台
徳
院
殿
（
徳
川
秀
忠
）
江
奉
仕
す
へ
き
旨
に
て
五
百
俵
賜
同

月
江
戸
へ
下
り
同
年
十
一
月
台
徳
院
殿
（
徳
川
秀
忠
）
へ
初

見
東
照
宮
（
徳
川
家
康
）
よ
り
薬
材
井
蜂
蜜
拝
領
元
和
五
年

五
月
七
日
死
四
十
四
（
八
）
才
（
法
名
宗
匿
日
暮
里
（
谷
中
）
南
泉

寺
二
葬
（
妻
は
近
藤
源
五
左
衛
門
正
之
が
女
）

（
拾
頭
）

大
猷
院
殿
（
徳
川
家
光
）
御
筆
鵺
鵤
之
御
絵

（
拾
頭
）

（
織
田
）
信
長
よ
り
濃
州
（
美
濃
国
）
山
方
千
石
之
黒
印
を
拝
受

坂
三
郎
光
角
十
六
代
之
後
胤
坂
上
池
院
法
印
光
国
惣
領

上
池
院
民
部
卿

（
き
ゅ
う
）
い
て
ん

貴
祐
（
惟
天
）

先
祖
よ
り
京
都
将
軍
（
足
利
）
家
泥
近
後
織
田
信
長
太
閤
（
豊
臣
）

秀
吉
江
仕
慶
長
三
年
八
月
八
日
死
六
十
八
（
六
）
才
京
都
黒
谷
（
真

如
堂
）
東
陽
院
二
葬

ち
ゅ
う
ぞ
ん

と
も
の
り

（
忠
存
法
常
坊
勝
顕
院
法
印
坂
幽
玄
友
昇
祖
、
鍼
科
医
員
）

け
い
が
ん

（
桂
厳
）

（
玄
昌
上
池
院
法
印
）

こ
』
つ
こ
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（
元
和
三
年
台
徳
院
殿
に
ま
み
え
た
て
ま
つ
り
、
同
九
年
八
月
五
日
に

死
す
。
二
十
八
才
。
法
名
玄
昌
。
葬
地
惟
天
貴
祐
に
同
じ
京
都
黒
谷
真
如

堂
東
陽
院
）

Ｉ
（
女
子
）

上
池
院
民
部
卿

（
そ
う
せ
つ
）

ｌ
宗
説（
寛
永
元
年
十
一
月
初
め
て
（
徳
川
）
秀
忠
・
家
光
に
拝
謁
し
、
こ
れ

（
拾
頭
）

よ
り
仕
え
奉
り
、
廩
米
三
百
俵
を
賜
う
）
大
猷
院
殿
（
徳
川
家
光
）

御
代
御
側
医
師
家
督
（
寛
永
十
一
年
十
二
月
法
印
に
叙
し
、
慶
安
二

年
厳
有
院
殿
（
徳
川
家
綱
）
親
筆
の
神
農
の
御
讃
を
賜
う
。
同
四
年
九

月
十
五
日
奥
医
に
列
す
）
寛
文
元
年
八
月
十
四
日
死
五
十
四
才
（
法

名
全
久
）
谷
中
堅
湖
山
玉
林
寺
一
一
葬
（
の
ち
代
々
葬
地
と
な
る
。
母
は

正
之
が
女
。
妻
は
細
川
紹
高
全
隆
が
女
）

（
拾
頭
）

厳
有
院
殿
（
徳
川
家
綱
）
神
農
之
御
画
拝
領

Ｉ
（
女
子
京
都
仏
光
寺
の
新
坊
某
が
妻
）

Ｉ
（
女
子
朽
木
清
性
院
が
母
）

そ
こ
審
つ

Ｉ
（
祖
光
雪
岩
常
照
庵
）

１
（
女
子
大
奥
に
仕
え
、
老
女
を
勤
め
岡
野
と
称
し
、
廩
米
三
百
俵
を

賜
う
）

じ
ゅ
せ
ん

む
れ
ゆ
き

Ｉ
（
寿
仙
坂
真
庵
宗
之
祖
、
内
科
医
員
）

む
ね
ざ
ね

じ
ゆ
せ
ん

１
（
宗
真
実
庵
兄
寿
仙
の
養
子
）

（
む
れ
ず
み
）

宗
純

上
池
院
民
部
卿
四
郎
三
郎

寛
文
元
年
十
二
月
十
二
（
十
）
日
家
督
（
二
十
六
日
初
め
て
徳
川
家
綱

に
拝
謁
し
、
同
三
年
十
二
月
二
十
八
日
法
印
に
叙
す
）
延
宝
二
年
（
三

月
二
十
七
且
四
月
五
日
御
番
医
師
（
同
四
年
七
月
十
二
日
叔
母
岡

野
が
末
期
に
請
い
申
す
に
よ
り
、
そ
の
廩
米
の
内
二
百
俵
を
加
増
せ
ら

る
）
同
五
年
五
月
十
一
日
御
側
医
師
貞
享
元
年
五
月
六
日
御
番
医

師
二
年
八
月
十
四
日
奥
医
師
元
禄
（
十
年
七
月
二
十
六
且
十
一
年

七
月
二
日
地
方
二
直
し
賜
（
常
陸
国
鹿
島
・
茨
城
両
郡
の
内
に
お
い
て

五
百
石
を
知
行
す
る
）
同
年
十
月
十
八
日
小
普
請
同
十
四
年
（
十
二

月
十
二
日
）
隠
居
（
致
仕
）
同
十
五
年
三
月
十
七
日
純
翁
卜
改
正
宝

永
元
年
五
月
十
四
日
死
六
十
八
才
（
法
名
玄
清
）
同
寺
二
葬
（
母
は

細
川
全
隆
が
女
。
妻
は
近
藤
織
部
重
直
が
女
）

Ｉ
（
女
子
鵜
殿
新
三
郎
長
好
が
妻
）

も
と
た
か

’
（
元
隆
宗
仙
細
川
紹
高
全
隆
が
養
子
）

Ｉ
（
女
子
叔
母
岡
野
が
養
女
と
な
り
、
大
友
近
江
守
義
孝
に
嫁
す
）

’
１
（
女
子
松
田
六
郎
右
衛
門
某
が
妻
）

東
林元禄
十
四
年
十
二
月
十
二
日
家
督
小
普
請
同
十
五
年
三
月
十
一

日
（
徳
川
綱
吉
に
）
初
見
享
保
十
二
年
十
二
月
廿
六
日
小
石
川
養
生

所
御
用
元
文
元
年
（
五
）
十
一
月
晦
日
寄
合
延
享
元
年
十
一
月
二

日
死
六
十
八
才
（
法
名
東
林
）
同
寺
二
葬
（
母
は
近
藤
重
直
が
女
。
妻

は
本
目
権
之
進
正
峯
が
養
女
）

む
れ
た
ね

（
宗
胤
民
部
卿
兄
東
林
が
養
子
）

（
と
う
り
ん
）

上
池
院
民
部
卿
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（
実
数
原
通
玄
白
英
が
二
男
）

（
宗
胤
式
部
卿
）

も
と
あ
き

Ｉ
（
元
瑚
）
み
っ
た
か

（
満
宝
が
養
子
と
な
り
、
そ
の
女
を
妻
と
す
る
・
明
和
四
年
十
二
月
九
日

初
め
て
徳
川
家
治
に
拝
謁
し
、
の
ち
故
あ
り
て
兄
通
胤
元
国
が
も
と
に

帰
る
）

実
吉
田
梅
庵
法
眼
郷
美
四
男

上
池
院
民
部
卿

実
宗
純
次
男
民
部
卿
宗
胤
惣
領

上
池
院
大
之
進

（
み
つ
）
タ
カ

ー
満
宝
享
保
十
六
年
十
月
朔
日
嫡
孫
承
祖
延
享
元
年
十
二
月
廿
二
日
家

督
寄
合
同
二
年
三
月
廿
五
日
（
徳
川
吉
宗
に
）
初
見
安
永
二
年
十
二

月
廿
八
（
九
）
日
死
四
十
九
（
五
十
二
）
才
（
法
名
慈
恭
）
同
寺
二
葬
（
母

某
氏
が
女
）

む
れ
た
ね

（
宗
胤
民
部
卿
）

（
実
は
宗
純
が
二
男
。
東
林
が
嗣
と
な
り
、
の
ち
父
に
先
立
ち
て
死
す
）

ま
さ
ず
み

（
正
純
清
右
衛
門
）

（
女
子

（
女
子

よ
し
な
お

（
義
直

中
島
氏
が
妻
）

大
奥
に
仕
え
る
）

左
平
太
）

次
に
同
家
の
系
譜
を
「
医
家
藩
翰
譜
」
一
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請

求
番
号
一
五
五
’
二
）
で
も
確
認
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
『
官
医
家
譜
」

や
「
寛
政
譜
」
に
比
べ
て
簡
単
な
記
載
で
あ
る
。

五
百
石

ｌ
（
某
源
吉
早
世
）

中
務
卿
文
助

（
む
れ
た
か
）

ｌ
宗
孝
天
明
八
年
六
月
四
日
家
督
小
普
請
（
時
に
十
七
才
）
寛
政
六
年
（
徳

川
家
斉
）
初
見

Ｉ
（
某
大
吉
）

Ｉ
（
女
子
）

ま
さ
の
り

Ｉ
（
正
矩
雄
五
郎
）

（
む
れ
よ
し
）

ｌ
宗
恭明和
七
年
九
月
廿
二
日
聟
養
子
安
永
三
年
三
月
八
日
家
督
小
普

請
同
年
三
月
（
二
十
二
日
徳
川
家
治
に
）
初
見
同
六
年
十
一
月
廿

（
六
）
八
日
家
業
出
精
二
付
寄
合
天
明
八
年
三
月
廿
八
日
死
四
十

み
っ
た
か

（
三
）
四
才
（
法
名
独
照
）
同
寺
二
葬
（
母
は
某
氏
が
女
。
妻
は
坂
満
宝

が
養
女
）

も
と
あ
き

Ｉ
（
女
子
実
は
内
田
玄
寿
惟
言
が
女
。
最
初
元
瑚
が
妻
と
な
る
が
故
あ
つ

む
ね
よ
し

て
実
家
に
帰
る
後
、
宗
恭
が
妻
と
な
る
）

寄
合
医
師

（
む
れ
た
か
）

坂
上
池
院
宗
孝
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坂
上
池
院
（
宗
孝
）
の
先
は
清
和
源
氏
摂
津
守
頼
光
の
後
胤
な
り
。
医
を

い
て
ん

以
て
業
と
す
。
紋
は
桔
梗
を
用
ゅ
。
中
興
坂
上
池
院
法
里
貝
祐
（
羅
毒

に
て
豊
臣
（
秀
吉
）
殿
下
の
時
に
は
業
を
っ
か
せ
ら
る
る
。
其
後
東

照
宮
（
徳
川
家
康
）
に
謁
見
し
奉
る
。
其
子
坂
上
池
院
宗
仙
ハ
京
都
に
生

れ
に
し
て
慶
長
十
三
年
誠
辞
の
七
月
八
日
伏
見
に
於
て
初
て
謁
見
し
、

伏
見
よ
り
江
戸
に
出
府
台
徳
公
（
徳
川
秀
忠
）
に
附
さ
せ
ら
る
塾
旨

本
多
佐
渡
守
正
信
約
命
を
伝
ふ
に
依
て
下
向
し
、
年
俸
五
百
俵
を

賜
ふ
て
寄
合
と
な
り
、
元
和
五
年
担
妹
和
五
（
絹
建
日
に
死
去
せ
り
。
銅

庵
宗
仙
と
号
す
。
其
子
坂
上
池
院
宗
説
を
台
徳
公
（
徳
川
秀
忠
）

き
ゅ
う

い
て
ん

の
御
附
、
元
和
五
年
己
未
に
父
上
池
院
（
貴
祐
ま
た
は
惟
天
）
か
遺
跡
を

（
怡
頭
）

承
継
し
て
百
俵
を
給
ふ
。
大
猷
公
（
徳
川
家
光
）
の
御
時
に
至
り
て

も
父
の
業
を
勤
め
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
寛
文
元
年
に
死
去
せ
り
。
其
子

そ
う
せ
つ

坂
民
部
卿
（
宗
説
）
ハ
厳
有
公
（
徳
川
家
綱
）
の
御
時
寛
文
元
年
辛

丑
十
二
月
十
日
父
上
池
院
（
宗
仙
）
か
遺
跡
相
継
し
三
百
俵
を
嗣
て
、
又

上
池
院
と
改
む
。
延
宝
四
年
丙
辰
十
二
月
十
三
日
大
奥
の
老
女
岡
野
の

願
に
依
て
、
其
後
二
百
俵
を
上
池
院
（
宗
説
）
に
御
加
増
に
て
五
百
石
と

な
り
し
か
、
元
禄
十
四
年
に
病
死
せ
り
。
代
て
谷
中
瑞
応
山
南
泉
寺
葬

と
う
り
ん

り
候
や
と
か
や
。
其
子
坂
民
部
卿
（
東
林
）
ハ
元
禄
十
四
年
辛
巳
十
二
月

十
二
日
父
上
池
院
（
宗
説
）
か
家
督
を
相
継
し
、
五
百
石
を
給
り
て
、
又

上
池
院
に
改
む
。
寄
合
の
御
医
師
と
な
り
、
延
享
元
年
甲
子
十
一
月
二

日
に
死
去
し
、
谷
中
玉
林
寺
に
葬
り
、
法
号
を
泰
樹
院
高
岳
東
林
と
号

と
う
り
ん

す
。
其
子
坂
上
池
院
満
宝
、
延
享
元
年
子
の
冬
父
上
池
院
（
東
林
）
家
督

を
継
、
五
百
石
を
承
継
し
、
安
永
二
年
癸
巳
の
冬
十
二
月
廿
八
日
に
死

去
せ
し
か
ハ
谷
中
玉
林
寺
に
葬
り
、
法
名
を
徳
温
院
謙
翁
慈
泰
と
号
し

こ
の
史
料
の
末
尾
に
あ
る
「
上
池
院
貴
祐
か
頃
よ
り
の
日
記
を
蔵
害

す
」
と
あ
り
、
こ
の
日
記
を
「
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
第
三
巻
（
六
七

二
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
○
年
）
で
確
認
す
る
と
『
坂
日
記
」
と
あ
り
、

国
会
図
書
館
、
内
閣
文
庫
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
国
会

図
書
館
諸
蔵
本
「
坂
上
池
院
日
記
」
九
冊
を
閲
覧
し
た
所
、
医
療
よ
り

政
治
の
項
目
が
主
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
幕
府
の
編
蟇
し
た
正
史
「
徳

川
実
紀
」
の
基
礎
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
参
考
に
『
坂
上
池
院

日
記
」
九
（
元
禄
九
年
正
月
～
六
月
分
）
よ
り
幾
つ
か
紹
介
し
て
み
よ
う
。

『
坂
上
池
院
日
記
』
の
元
禄
九
年
二
六
九
八
）
正
月
十
七
日
条
に
は
、

一
同
十
七
日
（
徳
川
綱
吉
）
巳
刻
紅
葉
山
御
宮
へ
御
参
詣

一
御
三
家
方
（
水
戸
綱
条
・
尾
張
綱
誠
・
紀
伊
綱
教
）
甲
府
殿
（
綱
豊
）

ョ
リ
御
使
番
御
機
嫌
伺
二
被
差
上
於
郷
燭
之
問
山
城
守
（
戸
田

忠
昌
）
被
謁
之
候

一
大
手
内
桜
田
御
門
番
榊
原
式
部
大
輔
水
野
隼
（
人
）
正
為
伺

御
機
嫌
登
城

（
み
っ
た
か
）

候
や
。
満
宝
子
な
く
し
て
吉
田
梅
庵
郷
美
か
四
男
を
養
子
と
し
、
こ
れ

み
っ
た
か

又
養
父
上
池
院
（
満
宝
）
か
家
督
を
継
き
、
知
行
五
百
石
を
承
続
し
て
寄

合
の
御
医
師
と
な
り
上
池
院
宗
泰
と
い
ふ
。
天
明
八
年
戊
申
の
春
三
月

廿
六
（
八
）
日
に
死
去
し
け
れ
は
、
玉
林
寺
先
続
の
側
に
葬
り
法
名
を
澄

む
ね
た
か

み
っ
た
か

潭
院
寒
月
独
照
と
号
し
け
る
。
其
子
中
務
卿
宗
孝
、
上
池
院
（
満
宝
）
か

遺
跡
を
相
継
し
五
百
石
を
給
り
小
普
請
組
也
。
其
後
又
上
池
院
改
む
。

此
家
に
先
祖
に
上
池
院
貴
祐
か
頃
よ
り
の
日
記
を
蔵
書
す
と
言

ア
《
，
／
○
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一
日
光
御
目
付
代
妻
木
彦
右
衛
門
（
頼
方
）

と
あ
り
、
こ
れ
を
「
徳
川
実
紀
」
同
日
条
で
見
る
と
、

十
七
日
（
徳
川
綱
吉
）
紅
葉
山
御
宮
に
御
参
な
り
。
井
伊
掃
部
頭

直
該
先
導
し
・
土
屋
相
模
守
政
直
御
簾
を
か
か
げ
。
黒
田
豊
前
守

直
邦
御
太
刀
。
三
間
大
隅
守
政
房
御
刀
も
ち
。
稲
垣
対
馬
守
重
富

御
沓
奉
る
。
供
奉
は
御
側
曽
我
播
磨
守
助
興
。
島
田
大
和
守
利
由
。

予
参
は
阿
部
豊
後
守
正
武
。
戸
田
山
城
守
忠
昌
。
土
屋
相
模
守
政

直
。
泥
近
松
平
右
京
大
夫
輝
貞
。
少
老
加
藤
佐
渡
守
明
英
。
陪
拝

尾
張
中
納
言
綱
誠
卿
。
紀
伊
宰
相
綱
教
卿
な
り
。
使
番
妻
木
彦
右

衛
門
頼
方
日
光
山
目
付
代
仰
付
ら
る
。
護
持
院
大
僧
正
隆
光
ま
う

の
ぼ
り
薬
師
経
を
講
ず
。
よ
て
綿
を
給
ふ
・
目
記
。
坂
上
池
院
日
記
。

寺
伝
）

と
、
「
坂
上
池
院
日
記
」
に
は
四
項
目
あ
り
、
『
徳
川
実
紀
」
に
は
三
項

目
あ
っ
て
、
綱
吉
の
紅
葉
山
参
詣
と
使
番
妻
木
頼
方
の
日
光
山
目
付
代

任
命
の
記
事
が
共
通
事
項
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
の
項
目
は
『
坂
上

池
院
日
記
』
の
記
載
が
乏
し
い
。
ま
た
、
『
徳
川
実
紀
』
に
登
場
す
る
護

（
４
）

持
院
大
僧
正
隆
光
の
日
記
『
隆
光
僧
正
日
記
」
の
同
日
条
を
見
る
と
、

一
十
七
日
、
（
徳
川
綱
吉
）
紅
葉
山
御
社
参
、
四
つ
時
相
済
、
七
つ

時
登
城
、
当
年
中
毎
月
十
七
日
薬
師
経
講
之
、
今
日
開
白
之
、

如
例
真
綿
百
把
拝
領
之
、

と
さ
ら
に
詳
し
い
様
子
が
分
か
る
。
次
に
、
『
坂
上
池
院
日
記
」
の
同
年

六
月
二
十
九
日
条
を
見
る
と
、

一
同
二
十
九
日
殿
中
無
別
条

と
あ
り
、
『
徳
川
実
紀
」
に
は
何
の
記
載
も
な
い
。
さ
ら
に
、
先
の
「
隆

光
僧
正
日
記
」
で
同
日
条
を
見
る
と
、

二
一
十
九
日
、
御
講
尺
之
筈
也
、
早
朝
二
御
延
引
之
旨
、
御
奉
書
到

来
、
依
之
、
出
羽
守
殿
（
柳
沢
吉
保
）
へ
奉
窺
御
機
嫌
之
所
二
、

（
徳
川
綱
吉
）
御
油
気
瘤
之
由
、

と
、
将
軍
綱
吉
の
御
前
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
る
訳
で
あ
っ
た
が
、
綱
吉

の
痂
気
で
瘤
が
あ
る
た
め
に
中
止
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

屋
敷
に
つ
い
て
み
る
と
、
延
宝
年
中
（
一
六
七
三
～
八
二
に
小
川
町

（
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
～
三
丁
目
、
神
田
小
川
町
二
丁
目
。
図
１
参
照
）

香
、
）に
は
、
（
図
の
上
が
南
、
左
が
東
）
図
の
左
側
の
道
（
神
田
橋
門
）
を
下
が

っ
た
真
ん
中
右
手
の
屋
敷
（
東
側
の
道
を
北
に
上
り
道
の
西
側
）
で
あ
り
、

（
６
）

元
禄
九
年
（
一
六
九
八
）
に
「
た
や
す
（
田
安
門
）
」
、
同
十
一
年
（
一
七

○
○
）
に
田
安
門
外
よ
り
小
石
川
門
内
ま
で
」
（
千
代
田
区
富
士
見
一
・
二

（
５
）

丁
目
、
飯
田
橋
一
～
四
丁
目
。
図
２
参
照
）
に
は
、
図
の
左
下
（
右
下
が
西
、

牛
込
門
が
あ
る
）
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
職
員
録
の
橋
本
博
編
「
増
補
改
定

大
武
鑑
」
上
・
中
・
下
（
名
著
刊
行
会
、
一
九
六
五
年
。
以
下
『
武
鑑
」
と

略
す
）
を
見
て
行
く
と
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
は
、

惣
御
医
師

三
百
俵
た
か
所
丁
坂
上
池
院
（
宗
純
）

と
あ
り
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
は
、

（
惣
御
医
師
）

五
百
石
坂
上
池
院
法
印
（
宗
純
）

と
あ
り
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
は
、

（
惣
御
医
師
）
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五
百
石
坂
上
池
院
法
印
（
宗
純
）

と
あ
り
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
、

（
御
近
習
医
師
）

五
百
石
坂
上
池
院
法
印
（
東
林
）

と
あ
り
、
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
に
は
、

（
惣
御
医
者
）

五
百
石
田
や
す
坂
上
池
院
法
印
（
東
林
）

と
あ
り
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
に
は
、

（
惣
御
医
師
）

五
百
石

田
安
御
門
外
坂
上
池
院
法
印
（
東
林
）

と
あ
り
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
檀
桓
を
表
す
『
御
家
人
分
限
帳
」
（
近

藤
出
版
、
一
九
八
四
年
）
を
見
る
と
、

（
小
普
請
組
大
久
保
淡
路
守
致
福
組
）
上
池
院
（
宗
純
）
子

五
百
石
常
陸
坂
上
池
院
（
東
林
）
酉
三
十

と
あ
り
、
「
武
鑑
」
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
は
、

（
惣
御
医
師
）

五
百
石

田
安
御
門
外
坂
上
池
院
法
印
（
東
林
）

と
あ
り
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
は
、

（
惣
御
医
師
）

坂
上
池
院
（
東
林
）

と
あ
り
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
は
、

（
惣
御
医
師
）

坂
上
池
院
（
満
宝
）

と
あ
り
、
元
文
六
年
（
寛
保
元
年
、
一
七
四
一
）
以
降
は
、

（
寄
合
御
医
師
）

坂
上
池
院
（
満
宝
）

と
あ
る
。
文
化
八
年
（
一
八
二
）
六
月
禄
『
官
医
分
限
帳
」
（
国
立
公
文

（
７
）

害
館
所
蔵
、
請
求
番
号
一
五
一
’
一
八
八
）
に
は
、

高
五
百
石
坂
上
池
院
（
宗
孝
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
文
政
度
（
一
八
一
八
～
一
八
二

（
８
）

九
）
『
官
医
分
限
」
（
請
求
番
号
一
五
一
’
一
七
八
）
に
は
、

一
五
百
石
坂
上
池
院

と
あ
り
、
石
井
良
助
監
修
・
小
川
恭
一
編
著
『
江
戸
幕
府
旗
本
人
名
事

典
』
第
二
巻
（
一
八
～
一
九
頁
、
柏
書
房
、
一
九
八
九
年
。
以
下
、
「
旗
本
事

典
」
と
略
す
）
に
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
『
寛
政
呈
耆
国
字
分

名
集
』
と
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
頃
「
幕
士
録
」
を
示
す
も
の
で
、
以

下
の
記
載
が
あ
る
。

項
目
寛
政
十
一
年
二
七
九
九
）
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

む
れ
た
か

名
前
坂
上
池
院
宗
孝
坂
上
池
院

禄
高
五
百
石
五
百
石

知
行
地
常
陸

本
国
山
城

本
姓
源
義
光
土
岐
流

番
役
筋
（
医
家
）
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参
考
文
献
・
注

（
１
）
拙
稿
「
江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
六
）
ｌ
鍼
科
医

員
島
浦
（
和
田
）
・
島
崎
・
杉
枝
・
栗
本
家
系
図
『
官
医
家
譜
」
な
ど
ｌ
」

（
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
十
一
’
四
、
一
九
九
五
年
）
、
「
同
（
七
）
ｌ

鍼
科
医
員
上
田
・
吉
田
・
山
本
・
畠
山
家
『
官
医
家
譜
』
ｌ
」
（
『
同
』

四
十
二
’
一
、
一
九
九
六
年
）
、
「
同
（
八
）
ｌ
鍼
科
医
員
佐
田
・
増

田
・
山
崎
家
『
官
医
家
譜
』
な
ど
ｌ
」
言
同
」
四
十
二
’
四
、
一
九
九

六
年
）
。
ま
た
、
盲
人
鍼
医
杉
山
和
一
に
つ
い
て
は
、
拙
槁
「
杉
山
和
一

そ
の
文
献
と
伝
説
」
（
「
理
療
の
科
学
』
十
八
’
一
、
一
九
九
四
年
）
、

「
杉
山
和
一
の
屋
敷
と
杉
山
流
鍼
治
講
習
所
に
つ
い
て
（
一
）
（
二
と

二
医
道
の
日
本
』
五
十
四
’
十
・
五
十
五
’
七
、
一
九
九
五
年
．
一
九

九
六
年
）
、
鍼
科
全
体
に
つ
い
て
は
拙
槁
「
江
戸
幕
府
に
お
け
る
鍼
科
と

盲
人
の
鍼
科
登
用
に
関
す
る
研
究
」
（
長
尾
榮
一
教
授
退
官
記
念
論
文
集

『
鍼
灸
按
摩
史
論
考
」
、
一
～
一
四
六
頁
、
桜
雲
会
、
一
九
九
四
年
）
・

「
江
戸
幕
府
に
お
け
る
鍼
科
医
員
と
盲
人
鍼
医
（
一
）
．
（
二
）
」
（
「
理
療

勤
仕
時
台
廟

（
台
徳
院
徳
川
秀
忠
代
慶
長
十
三
年
）

家
紋
三
桔
梗

年
令
未
二
十
八

役
職
小
普
請
渡
辺
一
番

寺
（
谷
中
玉
林
寺
）

屋
敷
冑
山
権
田
原

当
分
小
川
町
表
神
保
小
路

冑
山
権
田
原

当
時
小
川
町
稲
荷
小
路

の
科
学
』
十
六
’
一
・
十
七
’
一
、
一
九
九
二
年
、
一
九
九
三
年
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
小
川
春
興
は
『
本
朝
鍼
灸
医
人
伝
』
（
半
田
屋
、
一
九
三
三
年
）
で
、

「
医
官
家
譜
』
な
ど
を
使
い
幕
府
の
鍼
科
の
医
員
を
多
く
紹
介
し
て
い

じ
ゆ
せ
ん

る
。
坂
家
に
つ
い
て
は
、
二
番
目
の
家
系
の
寿
仙
（
六
三
頁
）
、
三
番
目

げ
ん
し
ゆ
う

の
家
系
の
立
雪
（
元
周
、
六
四
頁
）
、
四
番
目
の
鍼
科
の
家
系
の
幽
玄
（
六

ゆ
う
せ
い

と
も
ま
さ

と
も
あ
さ
ら

四
頁
）
・
寿
三
（
友
世
、
六
五
頁
）
・
友
正
（
六
五
頁
）
・
友
章
（
六
六

と
も
さ
だ

と
も
の
ぷ

と
も
の
り

頁
）
・
友
貞
（
六
六
頁
）
・
友
信
（
六
六
頁
）
・
友
昇
（
六
七
頁
）
を
紹
介

し
て
い
る
。

そ
う
せ
ん

一
番
目
の
坂
上
池
院
宗
仙
、
二
番
目
の
坂
真
庵
宗
之
家
の
菩
提
寺
瑞

な
ん
せ
ん
じ

応
山
南
泉
寺
に
つ
い
て
、
河
原
芳
嗣
『
江
戸
・
大
名
の
墓
を
歩
く
』
（
二

四
六
・
七
頁
、
六
興
出
版
、
一
九
九
二
年
）
を
み
る
と
、
臨
済
宗
で
、

住
所
は
東
京
都
荒
川
区
日
暮
里
三
’
八
’
三
（
日
暮
里
駅
下
車
七
分
）
、

そ
う
せ
つ

中
興
開
基
は
宗
説
の
妹
岡
野
（
大
奥
の
老
女
）
で
坂
一
族
と
共
に
葬
ら

れ
て
い
る
。
同
寺
に
は
、
横
山
大
観
・
近
江
西
大
路
二
万
石
の
大
名
市

橋
家
の
墓
が
あ
る
。

よ
り
も
と

（
３
）
吉
田
快
庵
頼
幹
家
の
家
系
に
つ
い
て
は
「
寛
政
譜
』
第
五
、
二
七
一

こ
ん
ち
い
ん

～
二
七
二
頁
を
参
照
。
菩
提
寺
は
、
臨
済
宗
金
地
院
（
芝
公
園
三
’
五

’
四
）
で
、
小
曽
戸
洋
「
都
下
医
家
名
墓
散
策
（
７
）
坂
盛
方
院
ｌ
吉

田
浄
元
・
浄
友
」
書
漢
方
の
臨
床
』
三
五
’
七
、
一
九
八
八
年
）
を
参

照
。
同
寺
に
は
、
堀
杏
庵
家
（
小
曽
戸
氏
同
シ
リ
ー
ズ
（
６
）
、
「
漢
方

の
臨
床
」
三
五
’
六
、
’
九
八
八
年
）
、
吉
田
意
安
家
（
小
曽
戸
氏
同
シ

リ
ー
ズ
（
皿
）
、
『
漢
方
の
臨
床
」
三
六
’
四
、
一
九
八
九
年
）
、
吉
田
宗

活
家
（
小
曽
戸
氏
同
シ
リ
ー
ズ
（
咽
）
、
『
漢
方
の
臨
床
』
三
六
’
六
、

一
九
八
九
年
）
等
の
名
医
の
一
族
の
墓
が
あ
る
。
ま
た
、
河
原
前
掲
書

に
よ
れ
ば
、
陸
奥
盛
岡
・
八
戸
・
盛
岡
新
田
（
七
戸
）
藩
南
部
家
、
伊
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予
西
条
藩
一
柳
家
の
墓
が
あ
る
。

（
４
）
永
島
福
太
郎
他
校
訂
『
隆
光
僧
正
日
記
』
全
三
冊
（
史
料
纂
集
、
続

群
書
類
従
完
成
会
）
。
護
持
院
隆
光
僧
正
二
六
四
九
～
一
七
二
四
）
は
、

幕
府
の
燗
熟
期
の
元
禄
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
五
代
将
軍
綱

吉
の
生
母
桂
昌
院
の
信
任
が
厚
く
、
柳
沢
吉
保
と
共
に
側
近
で
文
治
主

義
を
徹
底
さ
せ
、
生
類
憐
れ
み
の
令
の
発
案
者
と
し
て
も
有
名
な
人
物

で
あ
る
。
医
学
史
上
で
も
重
要
な
内
容
を
含
み
、
政
治
・
宗
教
の
両
分

野
に
わ
た
る
記
事
に
交
り
、
綱
吉
・
桂
昌
院
・
柳
沢
吉
保
・
諸
大
名
、

そ
し
て
隆
光
自
身
等
の
病
気
・
病
状
・
治
療
等
に
つ
い
て
の
生
々
し
い

記
事
が
見
ら
れ
る
。
隆
光
僧
正
の
日
記
の
医
事
に
つ
い
て
は
、
拙
槁
「
元

禄
時
代
の
鍼
・
灸
・
按
摩
・
医
学
史
料
ｌ
附
『
隆
光
僧
正
日
記
」

医
師
・
医
事
索
引
ｌ
」
（
「
理
療
の
科
学
』
二
十
’
一
、
一
九
九
七
年
）

を
参
照
。

（
５
）
『
江
戸
城
下
武
家
屋
敷
名
鑑
』
上
・
人
名
篇
（
原
書
房
、
一
九
八
八

年
）
、
『
江
戸
城
下
変
遷
絵
図
集
』
全
二
十
巻
（
原
書
房
、
一
九
九
三
年
）

を
参
照
。

（
６
）
石
原
明
「
元
禄
九
年
の
官
医
名
簿
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
九
’
二
、

四
八
頁
～
、
一
九
五
八
年
）
参
照
。

（
７
）
拙
槁
「
江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
四
）
ｌ
文
化
六
年

六
月
録
「
官
医
分
限
帳
」
ｌ
」
今
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
十
六
’
四
、

一
九
九
○
年
）
を
参
照
。

（
８
）
拙
槁
「
江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
五
）
ｌ
文
政
度
「
官

医
分
限
帳
』
ｌ
」
（
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
十
七
’
三
、
一
九
九
一
年
）

を
参
照
。

（
群
馬
県
立
盲
学
校
）


